白馬の 嶺 に 登って、 お 花畑に 遊んだ ような 覚えが あ 

る。 ああ、 そうそう、 あの 時に 白馬の 上で、 盛んなる 

天地の 堂々 めぐり を 見せられて 帰る こと を 忘れた が、 

では、 あれから いつの まに、 白馬の 裏山 を 越えて、 こ 

こへ 来て しまったの かしら。 

こし じ 

白馬の 裏 を 越路の 方へ 出る と、 大きな 沼 や、 池が、 

いくつ も あると 聞いた が、 多分そう なんでしょう。 で 

つ るギ J だけ 

なければ、 越 中の 剣 岳 をめ ざして いた もんだ から、 つ 

いつい あちらの 方から 飛驛 方面に 迷い こんで しまって、 

きた 

ここへ 来り 着いた のか 知らん。 

涯しを 知らない 大きな 湖 だと 思って、 あきれて いる 



合いに は、 曾て 弥兵衛 さんと いう 人 は 一 人 も 無い から • 

これ は、 このたびの 山道に、 臨時に やとった 山の 案内 

ご-つりき 

者 か、 強力 かなに かで あろうと 思われます。 

「わたし は 弥兵衛 さ ん だとば つかり 思ったら、 やつば 

リ 弥兵衛 さんで したわ」 

「はい、 その 弥兵衛 でございますよ」 

と 言って、 至りつ いた 老人 は、 お雪 ちゃんの 前へ 来る 

と、 腰 をのば して、 反り を 打ち、 そこへ 突立って しま 

いました。 

「まあ 弥兵衛 さん、 どうして こんなと ころへ おいでな 

すった の」 



今、 弥兵衛 さんの 重そう に 背負って いるもの、 それ 

あつら よろいび つ 

が、 やっぱりお 訛え 通りの 鎧櫃と 見えました。 それ 

を 卸し もやらずに、 立ちつ くして いる 老人 を 気の毒 だ 

と 思いました から、 親切な お雪 ちゃんが、 

「弥 兵衛 さん、 重いで しょう、 それ を ここへ 卸して、 

少しお 休みな さいな」 

「はい、 有難う ございます、 ではお 言葉に 従いまして」 

と 言って、 弥兵衛 は、 これ は 制札で はない 杖 を 置き、 

よろい. び つ 

砂の 上へ 鎧 櫃をど さり 落した 途端に、 腰が 砕けて ま 

た 立て直す ところの 呼吸なん ぞ、 ちい 高の 舞台です る 

調子 そっくりで したから、 お雪ち やん はわけ の わから 



四 

「それ は 教え て 上げな い 限り も，、 y /ざ い ま せんが、 白 川 

郷へ 行く 道 は、 並大抵の 道ではありません よ、 まあ、 

あの 白山 を ごらんなさい」 

「はい」 

「富 士の雪 は 消える 時が ありましても、 白山の 雪 は 消 

える ことが ございません、 あの 高い 峻し いところ を、 

ずっとな ぞいに 左の 方 を ごらんな さ い、 滝が 見え ま 

しょう」 



なんでもかんでも、 許しても くれ、 許し もす る 世の中 _ 

それで 人間が、 気兼ねな しに 生きて 行かなければ なら 

ない はずじゃありません か」 

「それ は 人間の 世界 じ やなく、 それ こそ 畜生道と いう 

ものじゃありません かねえ、 お嬢さん」 

と 言って、 老人が 反問した ので、 

「え」 

とお 雪が 驚かされました。 

「人間の 生きて 行く 道より は、 畜生の いきて 行く 道の 

方が、 気兼ね 苦労と いう ものが、 かえって 少ない のじ や 

ありますまい か、 ねえお 嬢さん」 



く のぞき 込む ようにす ると、 人の 姿 はいよ いよ、 あり 

ありと 見える けれども、 一向にう けこた えの ない こと 

が、 またい よいよ 明瞭であります。 

本来、 鎧櫃の 中と いう もの は、 一匹 一人の 人間 を容 

れ るに は 足りない ものであります。 せいぜい 十代の 少 

年なら ばと にかく、 普通の 大人 一人が、 鎧櫃の 中に い 

かんすい 

る こと は 至難の 業であります。 まして その 中で 酣睡を 

むさぼ 

貪 るな どと いう こと は、 あり 得べ きこと では ありま 

せん。 

それ だのに、 ありあり と 見える 中の 人 は、 立派な 一 

人の 成人であって、 それ は 身 ft: 骨柄 痩せて こそい るけ 



お雪が、 狼狽し、 且つ 不安に 堪えぬ 色 を あらわした 

の は、 あまり 深い 眠りに 驚かされた のみならず、 その 

眠って いる 人の 面の 色の 白い こと、 さながら 透きと お 

る ほどに 見えた からな のでしょう。 

じょ-つ だん 

「先生、 どうぞお 目 ざめ 下さい まし、 わたしが 冗談に 

おすすめ 申して、 この 鎧櫃の 中へ、 あなたが お入りに 

なれば、 わたしが おぶつて 上げて、 白川郷 までまい り 

ますと 申し上げ たの を、 いつのまにか、 あなた は 本当 

にこの 中へ お入りに なりました。 わたし は、 まさか、 

あなたが この 鎧櫃の 中へ お入りに なろうと は、 思い ま 

せんでした。 どなたに しても 一人前の 大人が、 この 中 



「先生、 焦らさな いように 願います、 わたし、 心配で 

たまりません、 後生です から、 お 目 ざめ ください まし 

それとも、 もしゃ、 あなた は …… 生きて おいでな ので 

しょうね、 もしゃ …… もしゃ、 もしゃ」 

お雪 は、 ついに 鎧櫃 にしが みついて 見る と、 これ は 

まえだて 

透かし 物の ような 鎧 櫃の前 立の 文字に、 ありあり と、 

「俗名 机 竜 之 助 霊位」 

「おや I 」 

—— お雪 はついに 声 を あげて 叫びました。 



そこで、 暫く 静かで ある 間、 例の、 

「早く 戻らん せ やい」 

「早く 帰つ て，、， J ざら せ」 

という 叫び声 を、 うるさく 小耳に しない わけに は ゆき 

ません。 

半ば 習慣 的に 繰 返される 野卑なる 哀音 も、 竜 之 助の 

耳に、 「帰る に 如かず」 と 囁く ようです。 お雪が 言い 

ました、 

「ほんとうに 耳 ざ わりです ね、 先生、 いくら 呼んだ つ 



で。 高山へ 着いて から、 久 助さん をまい てし まわな け 

れ ばなら ぬ。 それ は 気の毒な ことで は あるが、 それよ 

り ほかに 苣 はない。 

白川郷 へ 、 白川郷 へと いうお 雪 ちゃんの 空想が さ せ 

y るが え 

る 大胆な 冒険 は、 もう、 おのう ちで 翻 す 由 も ありませ 

ん。 

それと は 知らぬ 従者 役の 久助 は、 宵のう ちに 馬と 駕 

籠と を 頼み、 お雪 は 荷物と 共に 馬に 乗り、 竜 之 助は駕 

籠に 乗せ、 自分 は、 その 傍らに 徒歩で つきそって、 平 

湯の 湯 を 立ち 出で る ことにな りました。 

たやす 

平 湯 峠の 上、 峠と いっても、 この辺で は 最も 容易い 



峠のう ちで、 乗物で すれば 知らぬ 間に 過ぎて しまう ほ 

どの 峠 —— それでも 峠の 上の 地蔵 堂ら しいと ころの 前 

で、 ちょっと 馬 を 休ませ、 駕籠の 息 杖 を 休ませました- 

馬上で、 平 湯の 方 を ふり 返った お雪 は、 なんとなく 

名残りの 残る ものが あるよう に 覚えました。 

万事 をいた わる 久助を —— かりそめながら 犠牲に あ 

げる という 心 持に 打 たれて、 見る に 忍びない 気に もな 

りました。 

十 



その 人た ちが、 真中に して 担いで 来た ものが 釣 台で あ 

ふとん 

リ、 戸板で あるのに、 蒲団 を 厚く のせて いる ことによ つ 

て、 これ は 急病人 だと 思わせられます。 

その 急病人の 上に は、 形ば かり 蒲団 を かけて あるが、 

しらぬ の てい 

その上に 白 布 を いっぱいに かぶせて ある 体 を、 馬上に 

いたお 雪 ちゃんが、 最も めざとく 見て、 そうして、 は 

こと さ 

て、 これ は 急病人で はない、 もう 繂 切れて いる 人 だ、 

お気の毒な、 急病の 途中、 高山まで よいお 医者の 許へ 

とつれ 出して みたが、 もう ィケ ない の だ、 気の毒な I 

I とお 雪 は、 よそながら 同情して しまいました。 

久 助さん も、 同じように 見た とみえて、 その 人た ち 



す」 

笹の葉 化して 岩魚と なるとい う、 名物の いわれ 面白 

く、 手 折って くれた 好意 も 有難い が、 お雪 は 上の空で 

受けて、 やがて 馬 は 平 湯 峠 を 下りに かかる 時、 

「平 湯 峠が 海なら よかろ、 いとし 殿御と 船で 越 そ —— 

という 唄が ござんし てな」 

馬子が、 そういって 教えた の も、 いつもの お雪ち や 

ん ならば、 「それ を ひとつ 唄って 下さいな、 ぜひ」 とせ 

がむ にき ま つ ている が、 今 は その 元気 さえありません _ 

たったいま、 見た 物の怪 を、 誰ぞに 話して よい もの 

か、 悪い もの か、 それに さえ 惑いき つてい るので あり 



も腑に 落ちない ことば かりです。 

人違い II となれば 万事 は 解決す るが、 一 目 見た だ 

けのお 雪 ちゃんの 印象で、 どうしても あの人が、 ィャ 

なおば さん 以外の 人で あると は 思い直す わけに は ゆか 

ない のです。 けれども、 もし 本人で あると すれば、 時 

間に 於て 著しい 錯誤が ある。 それとも すべてが 物の怪 

で、 前の 晚に、 魂魄が この 土に 留まる とか、 留まらな 

いと か 言って、 先生が 今晩 あたり、 この 賑やかな 平 湯 

の 温泉宿の 屋の棟 あたりに かじりついて いるの かもし 

れな いと、 冗談 を 言われた のが、 祟りと なって、 ィャ 

なおば さんの 魂魄が、 自分た ちの あと を 追い かけて 来 



それ も、 聞いて いれば、 今時の はやり 唄、 

組の ぶつ さき 

まる はち 

丸 八 かけて 

長 州 征伐お きのどく 

ィョ、 ないしょ、 ないしょ 

もり (毛 利) ももり じ やが 

あいつ (会 津) も あいつ 

かか (加 賀) のい うこと きけば よい 

ィョ、 ないしょ、 ないしょ 

の 調子で、 荒ら かに 三味線 を ひっかき 廻し、 興がって 



といえば、 近頃て こずった 難物 と 申し上げて は 

少々 恐れ多い が、 とても 扱いに くい エラ 物が おいでに 

なって、 拙者 も 弱り切つ ている。 そうだ、 君で も 当分 

とぎ 

あの方のお 傍に いて、 お 伽 をつ とめても らうと 助かる 

がな あ —— 

十六 

兵馬 は、 その 「新お 代官」 の S ザつ ところの 難物 —— 

というの が、 何人で あるか を 知らず、 押して 尋ねても 

みないで、 その 夜 は 辞して 帰り、 その 翌日 はまた も 昨 



日と 同じ 道場で、 稽古 をつ けて やって いると、 そこへ 

不意に、 一人の 小 冠者が 走せ つけて 来ました。 

小 冠者と いっても、 これ は 兵馬が しばしば 驚かされ 

つけて いる 宇治山 田の 来 友の 類，' ではありません。 年 

は 十七 八、 ほぼ 兵馬と 同年輩 だが、 一見、 小 冠者と い 

うよりも、 貴公子と いうべ きもので ある こと は 確かで 

す。 

うるし 

薄化粧して いるかと おもわれる 白面 紅顔に、 漆の 

ような 髪の毛 を、 紫 紐で きりり と 結び、 直垂を 着て、 

たち は ちゅうけいよう 

袴 をつ け、 小刀 は 差して 太刀 は 佩き、 中啓 様の もの を 

手に 持って、 この 道場へ 走り込む と、 さしもの 猛者 ど 



苦痛 じ や。 この 地の 者 共に は 相手になる のが 一 人 もな 

い、 このごろ は 書物 を 借りて 読んで ばかりい るが、 も 

う 書物 も 読みつ くした、 歌 を 詠んでも 見せる 人がない、 

碁 を 打ちたい と 思うても、 その 相手 すらない のじ や。 

それで、 わし は 無聊に 堪えられない、 今日、 ひとり 馬 

を せめてい ると、 下部の 申す ことに は、 昨日、 これへ 

珍しい 少年の 剣客が 見えた とのこと、 なにほど のこと 

も あるまい と は 思うた が、 来て 見る と、 全く、 天晴な 

る 手練、 そなたと いう もの を 見つけた の は 嬉しい。 こ 

れ から 当分、 剣術の 相手、 馬の 遠乗り II もしゃ そち 

が、 歌 を 詠む こと を 学びたい なら、 わしが 知れる 限り 



は 教えても よい、 囲碁、 双六の 相手 もして たも」 

そう 言って、 委細 かまわず、 兵馬 を 自分の 相手と し 

て 任命して しまう ところ、 全く 眼中に 人 はない のです _ 

わがまま 

左右の 様子 を 見て みると、 代官の 役人 共、 この 我儘 

貴公子の 申し出で を、 別段に 抑止す る 模様 もな く、 む 

しろ、 やんちゃ 若様の 子守 役 を、 兵馬が 引受けて くれ 

けしき 

れば 有難い といった ような 気色。 それ を 見て、 兵馬 は 

いよいよ 昨晩の 「新お 代官」 の もてあましの 難物と い 

うのに 思い当りました。 すっかり 面 食って しまって い 

る 兵馬 を とらえて、 この 貴公子 は、 

「さあ、 わしが 屋敷へ 行こう。 わしが 屋敷と いっても 



が、 そう 呼んで いる 通りの 自然にし か 響かない のです。 

おそらく、 この 貴公子の 唇 頭から は、 日本の 国の 中 

すめら みこと しきだい 

では 天皇 御 一人に 対し 奉りての ほか は、 色 代 を捧ぐ 

る 必要の ない、 御 血統に 生れ 給うた お 方で はない かと 

思われる ほど、 それほど 自然に、 この 貴公子の 尊大な 

きた 

言語 挙動が、 兵馬の 耳と 眼に、 尋常に 映 じ 来る ことで 

あります。 

そこで、 この 貴公子に 拉 せられた 兵馬 は、 宫川を 前 

にした 大きな 一 構えの 中へ 引 張り込まれて しまい まし 

た。 これが 多分、 川 西の 屋敷と でもい うのでしょう I 

I 兵馬が 連れられて 来る 背後 を、 ものの 一丁ず つも 離 



あき 

用人 は 呆れて しまう。 

「死んだ 人が 生きた もの を 走らせる こと は、 諸 葛孔明 

の ほかに はない ことじ や、 おうおう、 これ は 其方が 何 

かと 言い かける もの だから、 死んだ はずの 宇津木の 石 

が、 どうやら 生き返 つたわい。 よしない こと を 其方が 

言う もの だから、 わしが 仲 達 の 憂目 を 見せられる」 

二十 

がえん 

ザ J の 貴公 子が 、どうして も 動 座 を 肯 ぜ ざるが ために、 

用人の 面 上に 現われた 苦渋、 難渋の 色 は、 見る も 気の 



を 踏まえて いる 主人と して、 妾の 一人 や 二人あった 

からと て、 死んだ 後まで、 そう 嫌わんでも よいで はな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

貴公子が 存外、 さばけて 挨拶 をす るの を、 用人 は、 

い つそう 恐縮して、 

「それが その、 男性で ござり ませぬ が 故に …… 」 

「男性？ 男で はない のか、 この 家の 元の 主人 は」 

「はい、 夫なる もの は 死に 失せまして、 後家 を 立てて 

おり ましたが、 いやはや どうも、 箸に も 棒に も かから 

ぬ淫 婆で ござりまして …… 」 

「おお、 そうか、 女主 人であった のか」 



と を 言い出で ようとい う 者 もな く、 どうして 発見して- 

誰が いつ 持って来た かとい うこと を、 念 を 押す 者 もな 

く、 よく 見つかつ たという 者 もな く、 悪く 持ち帰した 

という 者 もな く、 全くお 義理で、 ィ ャィャ ながら 寄つ 

て 来たと いう 空気が 充満して、 全く 白けき つたお 通夜 

の 席が 出来 上りました。 

こんな 空気の 中に、 たった 一人、 目立って ハ シャイ 

でい るの は、 新 家の 徳兵衛 といって、 ィャ なおば さん 

に は 甥 か 何 かに 当る、 それでも、 もう 相当の 年配で、 

三十 七 八と いうと ころ、 女房 も、 子供 も、 充分に 備わつ 

てし かるべき 分家の 主人であります。 



この 男が、 万事 をと りしき つて、 白けき つた 席の 

ろうそく しん ま 

蠟 爆の 心 を 切らしたり、 湿つ ぼい 席に 笑いの 種 を 蒔か 

せたり、 ひとりで、 座 を 取 持とうと している 努力が 見 

えます。 その 努力が 報いられて、 一座の 連中 とても 無 

ぎよ-つ 

言の 行 をす るた めに 集まって 来たので はなく、 相当 

の 社交性に 動かされて 来て いるの だから、 やがて は そ 

の 空気 も、 幾分 か 緩和され て、 世間話 も 出たり、 笑い 

声 も 聞え たりす るに はしました。 その 時分に、 いきな 

うわ 

り 表から 飛び込んで 来た 若い 男が ありました。 眼 は 上 

ずり、 口 は ひきつって、 

「お、 お、 おじさん …… お前 は 畜生 を、 人で なし を、 



か、 岩に ぶつ 裂かれた とかいって、 今日まで 行方 知れ 

ず、 ほんと に 天罰 は 争われな いもの だと、 皆様 もお おつ 

びら におつ しゃった。 こっち も、 やれやれ 浅ましい こ 

しにざま さ ら 

とじ や、 せめても のこと、 その 浅ましい 死 様が 曝され 

ず、 神隠しに なって いるが お 慈悲 じ や、 沼へ 落ちた な 

ら、 死体が まったく 底へ 沈んで しまって 浮き出さない 

ように、 岩に ぶつ 裂かれ たんなら、 鳥獣の 餌に なって 

しまって 骨 も 残らない ように、 それだけ を 念じて、 今 

日まで 見つからなん だの を 仕 合せと 思つ ていたら …… 

一 -っ さ ら 

なんという 因果 じ や、 今日 このごろ になって、 業 晒し、 

恥晒し、 不浄 晒しな 死体が 見つかった という。 わし は、 



でが、 言葉に 剌を 持って、 額に 筋 を 張って 力み 出した 

こと は、 物の怪に つかれた ようです。 ですから、 血の 

気の 多い もの は、 言葉より 手が 早くな リ ました。 どう 

しても、 そういう 空気が、 そうさせる としか 見えない 

のです。 

けん けんご-つごう ののし 

今や、 棺の 周囲に 暄々 囂々 として、 物 争いの 罵 りと、 

組ん ず ほぐれつ の 争いと、 棺を 引摺り 出そうと いう 者、 

そうは させまい とする 者と が、 座敷 いっぱいに 荒れ狂 

ぎよ-つそう 

うてい る 形相 は、 どうしても、 この 室の 内外に、 何 か 

力が あってそう させる と 思うよ り ほかありません。 そ 

いし うらやま 

うでなければ、 石 占 山から 取って来て お茶う けの つも 



笑い をし つづけて いる 者 もあります。 

柱へ 登ろうと して、 、u つて またの ぼり、 

「廻る わ、 廻る わ、 この 家屋敷が ダル ダル 廻る、 廻り 

燈籠 のように 廻ら あ、 廻ら あ」 

わめ 

と、 天井 を 指しながら 喚く 者 も 起り ました。 

原因 はわ かりました、 茸の せいです、 毒の ある 茸の 

せいです。 

もし、 たった 一 人で もい いから、 その 茸 を 食わな かつ 

た 者が あるならば、 早く 走って 医者のと ころへ 行きな 

さい。 

ところが、 走り出そう とすれば、 どっこいと つかま 



の 次の 座敷に は久 助さん。 

そうして、 この 夜 は、 落着いて、 ぐっすりと 休む こ 

とがで きました。 

だが、 お雪 ちゃんに 限らず、 人と いう もの は、 生き 

ている 以上 は、 周囲が 穏 かなら ば、 自分の 心の中が 動 

き 出す し、 自分の 心が やっと 落着いた かと 見れば、 何 

かまた 周囲で 煩わしい ことが、 大き かれ 小さ かれ、 そ 

ほんと-つ 

の いずれ かの 翻蕩の 中に 生きて いるよう な ものです か 

ら、 せっかく、 静かな お雪 ちゃんの 夢が、 また 夜中に 

きた 

破れ 来った という こと は、 ぜひ もない ことか もしれ ま 

せん。 



は を はめて みると、 「いやにな つてし まうな」 という こ 

とで、 これに 漢字 を 交えて みると、 I 忌に なって 仕舞う 

な」 という ことなの です。 何が 忌に なって しまったの 

し せんさく 

か、 それ を 強いて 穿鑿す る 必要はありません。 ただ 眼 

が 覚めた 途端 の 口小言 と 見れば よいので す。 たとえば、 

転んで 起き 上る 時に、 「どっこい しょ」 というよ うな も 

ので、 字句 そのものに 拘泥して、 何が どっこいし よだ 

せん ギ J 

か、 どっこい しょで ないか、 それ を 詮議す る 必要 はな 

いのと 同じ ことです。 

もうろう 

そこで、 来 友 は、 半ば 以上 無意識の 朦朧たる 眼 を もつ 

て、 



獣のう ちで も、 獅子と 虎と を 有せざる 日本の 国に 於て 

は、 最強 最大の 猛獣と いってよ い 種類に 属して いる も 

ので ありました。 

_ * ハの& .04!」 

来 友 は 眼 を 円く した けれども、 むくむ くと 肥え太つ 

たこの 猛獣の 子供 を 見る と、 恐怖より は 可愛らし さの 

念に 打 たれない わけに は ゆきません。 月の輪 や、 罷の 

類が 襲い 来った としたならば、 心得たり と、 体 を かわ 

し、 咄嗟に は 杖 槍 を 七三に 構えて、 「さあ、 かかって み 

や がれ」 と、 胆を 据えるべき 米 友 も、 こんな 可愛らし 

い 部類に 属する 子 熊に、 じゃれつ かれて みると、 一応 



「左様で ござ います か、 お 怪我 は) J ざいませんでした 

か」 

「怪我なん ぞ はしゃし ねえ、 ここ、 ここに こんなにし 

て いら あ」 

障子 を あけて 人々 が やって来ても、 右の子 熊 は、 そ 

れらの 人々 を 避ける ので もな く、 怖れ 走る ので もな く、 

やっぱり 一向に 米 友に 向って、 じゃれつ いて 離れる 模 

様はありません。 

今や 当惑し きってい る 来 友。 入って 来た 大勢の 者 は、 

手取り 足取り、 この 子 熊 を 捕えて、 来 友のと ころから 

引離そう とする。 子 熊 は 力 を 極めて、 それに 反抗し な 



がら、 やっぱり 来 友に すりつ きたがって いる。 子 熊と 

は 言 いなが ら熊は 熊 の 力で、 ほとんど 大勢が もてあま 

す ほどの 力で 米 友のと ころから、 取 去る ことに 反抗し 

ま 1^ 

来 友に は、 それが どうしても わからない。 可愛 ゆい 

奴に は 可愛 ゆい 奴に 違いない が、 大勢 を 振りき つて、 

そうして 特に 自分にば かりなつ きたがる この 熊の 挙動 

がどうしても わかりません。 

来 友 自身に 於ても、 過去 世 は 知らぬ こと、 生れて 以 

来、 熊に 対して 特別な 恩愛 を 施して やった という 陰徳 

の ほど も 更に 心 当りがない のです。 そうかといって、 



て、 これが 無い と 眠れません もので ございま すから、 

宵のう ち も、 これ を 檻の 中へ 入れて やろうと 存じ まし 

たが、 あなた 様が この 上に よつ くお よって おいでにな 

ります から、 お起し 申す もなん で、 つい、 そのままに 

致して 置きましたら この 通り、 檻 を 破って 一一 JSI い 出し、 

母親の 敷 皮 を 慕って まいりまして、 あなた 様に 飛んだ 

御迷惑 を かけました ような 次第で …… こちらへ お 夜具 

をのべ させて 置きました から、 どうぞ、 あれへ そ 

の 敷 皮 は ひとつ、 この 子 熊め に、 お遣わし 下さい ませ」 

「な あ ー んだ」 

あつ ナ 

米 友が ここで もまた、 呆気に 取られて しまいました _ 



です。 

これ は 前世の 悪縁と かなんと か 言うよ り は 解しょう 

があります まい。 蛇と、 蛞 S と、 蛙と が 相剋す るよう 

に、 力の 問題ではなくて、 気合の させる 業。 理窟の 解 

釈 はっかない 宿縁と いうよう な ものの 催しでしょう。 

とにかく、 来 友 は、 やみくもに 出発しょう として、 

お 角さん のこと を 考える と、 ポ ツキと 決心が 折れて し 

まい、 恨めし そうに、 お 角さん の 方の 部屋 を ながめた 

が、 やがて、 くず おれる ように 下にいて、 せっかく、 

ととのえた 旅の 仕度 を、 いちいち もぎ 放して しまって、 

今まで 飾り物の ようにし てあつた 宿の 夜具 蒲団の 中へ、 



深く たずねな いがよ いと 思う。 ただ ともかく、 こうし 

て 来 友が かなり 御機嫌よ く 車上の 客と なって、 名古屋 

へ 乗 込んで 行く 光景 を 見れば、 事の 交渉 は、 双方の 折 

合いで 無事に 解決した ものと 見て よろしい。 

ほどなく、 来 友 は 車力に 頼んで、 一 袋の 煎餅 を 買い 

求め、 それ を 檻の 中の 子 熊に 与える ことで、 我 を 忘れ 

るの 境に 入りました。 

そうして 行く うちに、 この 子 熊に 対する 愛着が、 よ 

うやく 深くな つ て ゆく こと は 是非 もない らしい。 

木 曾 街道で は、 獣皮 屋の 店頭に 飾って あった 大 熊に 

見 iS れて、 そうして 道 庵 を 取 逃して しまった ことがあ 



に、 鳥居 側の 茶屋へ 寄って 休んで いました。 

ほどなく、 お 銀 様 は、 ここ を 目当てに 戻って 来る だ 

ろうし、 今日の 目的地の 名古屋 城下 は 目と 鼻の 間 だし ■ 

ふと めぐりあった 米 友に は、 宿 元 をよ く 言い置いて 来 

たから、 万一 先着した からと て、 万事 心残り はない I 

I と、 今日は ゆっくりした 気持で、 鳥居 側の 茶屋に 休 

んで いました。 

けれども、 それにしても、 お 銀 様の 行動が 気になら 

ないで はありません。 

鳴 海の 宿の こと も あるし、 いったい あのお 嬢 様 は、 

なんで あんなに ひとりで、 出歩き をな さりた がるの だ 



そこで、 物 争いに 火が つきました。 だが、 この 物 争 

いは 火花が 散る までに は 至りません。 

それ は、 お 角さん の 気合いが 角力 取 を 呑んで しまつ 

たというよ リは、 天下の 力士と いう ものが、 こう も 多 

数に 集まって いながら、 一人の 女 を 手込めに したと い 

う 風聞が 立って は、 外聞に はならない のみならず、 人 

気に も 障る という ことに 気がつかな いわけに は ゆかな 

かった からでしょう。 

女と いう だけに、 そこに どうしても 優先権が あるよ 

うです。 しかし、 また 一 方から 言えば、 天下の 力士と 

も あるべき ものが、 女 一人 を もてあました とあって は- 



ている、 死傷者 無数、 仲裁 も、 捕手 も、 手が つけられ 

ない、 まるで 一 つの 戦争で ある、 なんでも 尻押し は、 

海から 軍艦で 来た 異国 人で あるそう だ、 やがて 熱 田 か 

ら名 古屋が 焼き払われる —— この 風聞が 街道 筋 を 矢の 

ように 飛びました。 

これ は、 あながち、 根拠の 無い ことではありません。 

現に、 あの 鳥居 傍の 袋叩きの 乱闘 を 一 見した もの は、 

たしかに、 それほど 大きく 吹聴すべき 根拠 はあった の 

です。 それが 輪に 輪 を かけた という だけの もの。 

町並、 街道 筋の 驚愕と 狼狽 II ひとたび、 浦 賀へぺ 

ルリが 来てから 以来、 日本人の 神経 は 過敏に なり 過ぎ 



壇 を 背負い 出し、 彼等が 敬礼の ために 一 斉に 剣を抜け 

ば、 素つ 刃 抜きと 思って 身構え をし、 鉄砲 を 一組に し 

て 砂の 上に 立てれば、 我に 油断 を させて おいて 不意に 

ぷ どうしゅ あ-きびん 

襲撃す るの だと 疑い、 葡萄酒 や、 麦酒の 空壜を 海に 捨 

お-つ さつ 

てれば、 毒物 を 流して 日本人 を 鏖殺す るの 計画と 怖れ、 

釣 床に 疲れて いる 水兵 を 見て 異人 は 惨酷 だ、 悪事 を 為 

した ものに は 相違な かろうが、 ああして つるして 置か 

なくっても よかり そうに、 と 眉 を ひそめたり、 姿見 鏡 

ろうそく 

を 見て 向う に 一 人 ありと 信じ、 蠟 S 一 梃 を 貰い 受けて、 

これ を 分配して 家宝に し、 多量の 水 を 軍艦に 供給して 

やり、 さて この 水 を どうして 引き あげる かと 見て いる 



一箇、 傍若無人 II 事実上 無人な のです が II に、 

悠々 閑々 と 大八車が 進んで 行く ものです から、 あっと 

いって、 やや 心 を 強く しました。 

やっぱり 腰抜けば かりじ やない わ、 ああした 度胸の 

据 つた 人 も ある、 車力に は 惜しい 度胸 だ、 こう 思いつ 

つ あるお 角 を 乗せた 早 駕籠が、 早く も 大八車 をす り 抜 

けた 途端に、 お 角 は、 この 悠々 閑々 たる 勇者の 面 を 見 

て やりたい と 思っての ぞくと、 それが 見紛 うべ くもな 

き 宇治山 田の 来 友でした から、 

「おやおや、 友さん かェ」 



く あるが、 引 逃げなん ていう の は 新しい」 

う つ- ち や 

「どうも これ、 打捨 つても 置け ねえから ね」 

「もしお 前、 車力が 戻って 来なければ、 名古屋 まで そ 

うして 引 張って 行って やる つもり かェ」 

「どうも 仕方が ねえ」 

「ほんと に、 御苦労 さまな 話 だ、 まあ、 そんな こと も 

功徳になる かも 知れない。 駕籠 屋 さん、 まあ、 ゆつ く 

り やって 下さいよ」 

とお 角が 言いました。 今まで、 自然の勢いで 早 駕籠の 

ようになって いたのが、 これから 大八車と 押 並んで、 

かなり 悠長な 足 どり をす る こと を、 駕籠 屋が 余儀なく 



日程の ことに 思い及びました。 

かばやき ちょうす じ 

今日は 蒲 焼 町筋の 医学 館へ 招かれて、 講演 を 試み 

ねばならない 日 だと 考える と、 こうして はいられない。 

宿の 若，. 衆 を 呼んで、 出発の 準備 を 命じ、 自分 は 鏡に 

向って 容儀 を 整えて みると、 どうも 気に入ら ぬの はこ 

の 頭です。 

江戸 を 出る 時 は、 無論、 道 庵の 慈姑 頭で 出て 来たが、 

信 州へ 入って から 急に 気が 強くな つて、 武者修行に 出 

なでさ 

で 立つ ベ く、 総髪 を撫 下げに した 間 はま だよ ろし いが、 

松 本へ 来て、 川 中島の 農民が、 農 は 国の本な りと 喝破 

したのに 感激して、 佐倉宗 五郎 もどき の 農民に 額 を 剃 



という こと をした 経験 はない が、 演説 は 随分 やった こ 

とが あるので す。 その 一例と して、 貧窮 組の 時な ど を 

御覧なさい、 お 粥の 材料 をのせ た 荷車の 上で、 盛んな 

る 大道 演説 を やって、 貧窮 組 を やん やと 言わせた こと 

があります。 

そこで 演説と いう ことに は、 先生、 なかなか 自信が 

あるので す I この 時代、 多数の 人の 前に 立って、 演 

説 を やる というよ うな こと は、 非常な 新しい 頭 を 持つ 

た 者で なければ できない ことでした。 

万延 元年 (この 小説の 時代より 五六 年 前) 幕府が、 

新 見 豊前守 を 正使と し、 村 垣 淡 路守を 副使と し、 



小 栗 上野 介 を 監察と して、 第一 回の 遣米 使節 を 派遣し 

た 時、 コンゲ ルス (議事堂) を 見た 「村 垣 日記」 のう 

ちに、 

「其 中に 一 人立ちて 大音声 に 罵 リ、 手真似な どし 

て 狂人の 如し」 

と ある —— 初めて 演説と いう ものと、 その 周囲の 光景 

まにんげん 

と を 見た 者の 眼に は、 真人間の 仕業と は 見えなかった 

のでしょう。 

「演説」 という 語 は、 お釈迦 様 以来の 言葉で は あるが、 

それ を 実地に とり 用いた の は、 明治に なって、 福 沢 諭 

吉 あたりの 意匠に 出て いると いう ことです が、 それ を 



大道に 於て、 すでに わが 道 庵 先生 は、 一 足お 先に 試み 

ている。 

今日は、 それと 違って、 極めて まじめなる 学術 講演 

であらなければ なりません。 

四十 七 

そういう わけです から、 道 庵 先生 も、 この 日 は 極め 

て まじめな 心 持で、 講演 をす る 用意 はして おり ました- 

で、 最初 は、 講演者の 誰もが する ように、 無学 短才 

の やつ がれが、 各位の 前に 於て、 講演す る ことの 光栄 



れた 時と 大して 変ら ねえのに、 人間と いう やつが 腑抜 

けにな つて、 英雄 豪傑の 種切れ だ。 たまにお めえ、 大 

塩 平八郎 だの、 細 井平洲 だのと いう 奴が 出て 来れば、 

みんな 他国者に 取られて しまう。 なんと 情けね え じ や 

ねえ か、 ひとごとと は 思えね えよ」 

こういう まくし 方で は、 半畳 を 飛ばす 隙 もなかった 

と 見えます。 

一座が あいた 口が 塞がらずに、 道 庵の 面ば かり パチ 

クリと 見つめて いる dl は、 笑止千万です。 

それ を 道 庵 は 委細 かまわずに、 ぶつつ づけました。 

「英雄 豪傑なん ぞは、 乱世の 瘤の ような もの だから、 



が 抜けて しまった。 もう、 そうな つて は、 英雄なん ぞ 

は 出ろ といった つて、 こんなと ころへ 出て 来 やしね え。 

まつり 

出て 来る もの は、 女郎屋と、 酒場と、 踊りと、 お 祭礼 

と、 夜遊びと、 乱痴気 だけの もの だ。 

まあ それでも、 本家の 徳 川に まだ 脈が あつたから、 

尾 張 だけが 腑抜けに なっても、 亡び はしなかった がね 

もう それから は、 ぬけ 殻の ような もの さ …… 

ァ J の 辺まで 道 庵に た わ，、， J と を 述べさせて いた 聴衆 も、 

「ぬけ 殻の ような もの さ」 と言われた 時に 憤然として、 

もう 許せない、 という 色が 現われました。 



しにかか りました。 つづいて、 二人、 三人、 やがて 総 

立ちと なって、 道 庵の 処分に とりかか つたので、 風雲 

が 急に な つ て、 道 庵の 身が 危な い。 

事態が 全く 不穏に 陥った 時、 この 騒動が、 意外な 出 

来 事に 転嫁され るよう になった の は、 道 庵に とって は 

全く 助け船で ありました。 

「熊が 出た！ 熊 だ！ 危ない！ 熊 だ！」 

ようちよ-つ 

という 叫喚が 聴衆の 後ろの 方から 起って、 道 庵 膺懲 

のために 総立ちに なった 聴衆に 裏切りが 出た ものの よ 

うに、 まず その 声の する 方から なだれ を 打った の は、 

思いがけない 出来事です。 



底本： 「大 菩薩 峠 2-」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1996 (平成 8) 年 5 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「大 菩薩 峠 七」 筑摩 書房 

1976 (昭和お) 年 6 月^日 初版 発行 

※底本で は、 「…喧嘩 を 売りた がるお 角さん ではない 

の だが、」 と 「…いつまで 経っても、 それが 解せない の 

です。」 の 後に、 改行が 入って います。 

※疑問 点の 確認に あたって は、 「中 里 介 山 全集 第 七卷」 

筑摩 書房、 19 71 (昭和^) 年 2 月 S 日 発行 を 参照 

しました。 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 
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